
 

   

 

 

 

 

 

 

 

はた（周囲の人）をらく（楽）にする「働く」 
統括校長 清野 正 

今月の23日は「勤労感謝の日」です。この「勤労感謝の日」は勤労を尊び、生産を祝い、国民がお互いに感謝しあ

うという趣旨で1948年（昭和23年）に制定されました。以前は「新嘗祭（にいなめさい）」といって、宮中や各地の

神社で、その年に採れた新しい穀物を供え、収穫の喜びを祝う祭日でしたが、収穫の喜びと同時に、働く人々への感謝

と元気で働けることの喜びをあわせて祝いあう日となりました。 

私たちが職業を得て、働く理由は様々です。その一例として、こんな話があります。 

 

 

 

 

 

私たちの社会には様々な仕事があり、一人一人の勤労や奉仕によって成り立っています。働くことは自分の夢を実

現したり、収入を得て大切な家族の生活を維持したりすることだけでなく、誰か人のために役に立ち、地域や日本、世

界を発展させることにもつながっています。自分は将来、どんな仕事に就いて、どのように働くのか。働くことの意義

について考えることは、お子様にとって、とても重要な課題です。 

10月24日(火)からの５日間、９年F組が職場体験学習を行い、７年生は１月に職場体験を予定しています。また、

日頃の学園生活でも、本学園は小中一貫教育校ということもあり、上級生が下級生の面倒を見る場面が数多く見られ

ます。例えば、お昼の教室清掃や夏休みや冬休み前の大掃除では、上級生が下級生の教室に出向き、一緒に清掃活動を

行うなど、下級生に良きお手本を見せています。また７年生のシブヤ未来科では今月２日(木)と９日(木)の２日間にわ

たり、本町周辺でゴミ拾い活動を行い、活動実施後には本町周辺のゴミマップ作りに取り組むなど、本町地区を知り、

街づくりの一端を担う学習を進めることになっています。 

はた（周囲の人）をらく（楽）にするために「働く」という言葉をきっかけに、働くことの意義などについてお子様

の学びや意識を深めていきたい。働くことを身近なものとしてとらえ、まずは家族や地域、学園生活に目を向け、自分

が所属するコミュニティをよりよくするために、自ら貢献しようとする意識を高めていきたいと考えています。 

 

渋谷本町学園では、中高等部の児童生徒が初等部の１、２年生の学校生活をより良くするために、

様々な活動でサポートしてくれています。ランドセルから物を出したり、ロッカーに片付けたり、

宿題を先生に出したりする当たり前の朝の活動は、入学したての１年生にはとても難しいことで

す。数か月間、６年生が来てくれたおかげで、１年生は身の回りの支度は一人でできるようになり

ました。２年生には、掃除の時間に７年生が教室掃除のお手伝いに来てくれています。何でもでき

る中学生は、２年生にとっては尊敬する存在です。綺麗に丁寧に掃除をするコツをだんだんとつか

んでいます。教室内だけでなく学年を超えて関わり合う活動は、子供同士の学び合いが深まり、物

の考え方や捉え方も広がるきっかけとなるでしょう。これからも縦の繋がり、１～９学年間の学び合いが楽しみです。         

第２学年 主任教諭 作田美千子 
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～HONMACH交流広場～ 
 

暑い夏に汗を流して働く3人の石工に、ある司祭が「何をしているのですか」と尋ねたところ、一人は「石を切

っているのです。」と答えました。もう一人は「家族を養うため石を切って稼いでいるのです。」と答えました。最

後の一人は「立派な大聖堂を建てているのです。」と答えました。石を切ることに意義を見出し楽しむ人もいれ

ば、その報酬に意味を見出す人、その活動の目的に意味を見出す人もいるというわけです。 

11月12日（日）に行われる北渋 runrunのオープニングセレモニーに、６年生鼓笛隊が出演します。8時50分

頃より、オペラ通りに設置されるステージ前で演奏予定です。（雨天時は学園校舎内の光の階段で演奏します）。 

ぜひ、ご観覧ください。 



 
10月21日（土） 中高等部学習発表会 

「ならせ みんなの音色～響けこの思い～」 
中学生にとって、今年は“挑戦”の年でした。一

つは時間への挑戦、もう一つは内容への挑戦です。
体育館練習は、なんと１時間でした。その中で、合
唱の練習、舞台での並び方、鑑賞席での座り順、入
退場の流れなどを行いました。学年合唱、有志発
表、ア・カペラ、混声四部合唱（９年生課題曲）は
初めての試みでした。挑戦するには、勇気が必要で
す。勇気をもって声を出し、勇気をもって声をか
け、勇気をもって決断する。勇気をもって挑戦でき
たことが、今回の大きな成果だと思います。５年生
は曲想を生かした演奏を目指しました。自分たちな
りに工夫して味付けし、５年生オリジナルの価値あ
る作品を作ることができたと思います。６年生は管
楽器を加えた合奏に挑戦し、大いに苦労していまし
た。毎日の積み重ねによって昨日できなかったこと
ができてくる喜びを味わいながら演奏していまし
た。 
１１月１８日（土）初等部学習発表会 

「みんなが主役 力を合わせ えがおでとどけよ
う」 毎日学校のあちらこちらから発表に向けて練
習に取り組んでいる声や音が聞こえてきます。顔は
見えなくても張り切っている様子が伝わってきま
す。自信をもって成果を発表できるよう、励ましの
言葉をお願いいたします。 
文化的行事委員長 今井 由喜教諭 髙橋 はるか教諭 

 

今 後 の 行 事 予 定       

                                                                          （ ）：学年 B：B時程 特別：特別時程 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土／日 
１１月 ６日 
全校朝礼 
安全指導 
進路面談(9) 
４時間授業(9) 

１１月 ７日 
進路面談(9) 
５時間授業(9) 
部活動停止期間始 
  

１１月 ８日 B 
進路面談(9) 
歯科検診(1,3,5) 
パラバトミントン(4)  

１１月 ９日 
歯科検診(2,4,6,E) 
狂言教室(7-9,F) 
  

１１月１０日 B 
委員会、代表委員会 
５時間授業(4,7-9,F)  

１１月１１日 
 
／１１月１２日 
北渋 runrun 
8:50～６年鼓笛隊演奏 

１１月１３日 
児童集会（小） 
後期中間考査(9) 
４時間授業(9) 

１１月１４日 
後期中間考査(7-9) 
４時間給食なし(7-9)  

１１月１５日 特別 
後期中間考査(7-9) 
４時間給食なし(7-9) 
  

１１月１６日 
中央委員会  

１１月１７日 
学習発表会児童鑑賞
(1-4,E) 
スケアード・ストレート教室
(7-9,F) 
 

１１月１８日 
学習発表会保護者
鑑賞日(1-4,E) 
 
／１１月１９日 

１１月２０日 
ブロック朝礼 
避難訓練 
  

１１月２１日 
校外学習(8) 
  

１１月２２日 特別 
４時間授業(1-9) 
  

１１月2３日 
勤労感謝の日  

１１月２４日 
振替休業日 
（１８日の振替）  

１１月２５日 
 
／１１月２６日 

１１月２７日 
児童集会 
脱穀・籾摺り体験 
（５） 
  

１１月２８日 
校外学習(F) 
  

１１月２９日 B 
４時間授業(1-9) 
  

１１月３０日 B 
三者面談、個人面
談(1-9) 
４時間授業(1-9) 
  

１２月 １日 B 
三者面談、個人面
談(1-9) 
４時間授業(1-9) 
  

１２月 ２日 
 
／１２月 ３日 

１２月 ４日 B 
全校朝礼、安全指導
三者面談、個人面
談(1-9) 
４時間授業(1-9) 
人権週間始 

１２月 ５日 B 
三者面談、個人面
談(1-9) 
４時間授業(1-9) 
 

１２月 ６日 B 
認知症サポーター
養成講座(7) 
 
 

１２月 ７日 
児童集会（小） 
 
 

１２月 ８日 B 
委員会、代表委員会 
５時間授業(4,7-9,F) 
人権週間終 

１２月 ９日 
 
／１２月１０日 

中高等部・初等部 学習発表会  
Each student at Shibuya Honmachigakuen is 

given a state-of-the-art tablet computer that 
connects to a fast internet connection. With these 
combined, it means that the latest technology can 
be fully utilized at its finest.  Earlier this year, 
‘Kahoot’ was introduced! It's an online platform 
where teachers can create presentations and quiz 
games. Learning English may have not been 
easy but since students love playing competitive 
games, they may now learn new grammar rules 
and widen their vocabulary while enjoying the 
amazing graphics ‘Kahoot' has to offer.  Alright! 
Switch the TV screen on and let the new 
tournament begin.     By Yolando Tugano  
 
渋谷本町学園では、各々の生徒に、高速インターネットに
接続された最新鋭のタブレットが支給されています。これ
らを組み合わせることで、最新のテクノロジーを最大限に
活用することができます。 今年の始め、「Kahoot」が導入
されました！これは、教師がプレゼンテーションやクイズ
ゲームを作成できるオンラインプラットフォームです。英
語学習は簡単ではないかもしれませんが、生徒達は対戦型
ゲームが大好きなので、「Kahoot」の素晴らしいグラフィ
ックを楽しみながら、新しい文法ルールを学んだり、語彙
を広げたりすることができます。 
よーし！テレビ画面のスイッチを入れて、新しい対戦を始
めましょう。 

ALT Yolando Message! 

～ 

 


